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令
和
６
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の
14
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
、
債
権
放
棄
の
報
告
、

一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計
の
決
算
、
条
例
の
制
定
や
一
部

改
正
、
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
会
期
中
53
人
の
傍
聴
者
が
あ
り

ま
し
た
。

令和５年度　会計別決算審議
（万円未満は四捨五入）

会計別 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 採決 賛・反

一　般　会　計 94億5,987万円 90億1,623万円 4億4,364万円 認定 全員
賛成

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 15億5,208万円 14億9,989万円 5,219万円 認定 全員
賛成

後 期
高 齢 者 医 療 2億0,843万円 2億0,223万円 620万円 認定 全員

賛成

介 護 保 険 18億7,513万円 18億0,912万円 6,601万円 認定 全員
賛成

母 畑 財 産 区 1,882万円 84万円 1,798万円 認定 全員
賛成

中 谷 財 産 区 1,359万円 60万円 1,299万円 認定 全員
賛成

土地開発事業 1,753万円 326万円 1,427万円 認定 全員
賛成

宅地造成事業 4,495万円 1,679万円 2,816万円 認定 全員
賛成

水
道
事
業
会
計

剰 余 金 処 分 消費税及び地方消費税を除く利益剰余金3,323万円
は、建設改良積立金に積み立てる 可決

及び
認定

全員
賛成収 益 的 収 支 3億8,028万円 3億3,105万円 4,923万円

資 本 的 収 支 8,948万円 9,506万円 △558万円

（水道事業会計における、資本的収支の不足分は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
及び過年度留保資金で補てんした。）

はどう使われたのかはどう使われたのか 決算
審議

❖歴史民俗資料館整備事業
❖保育施設整備事業
❖道の駅整備事業
❖生活支援商品券発行事業
❖低所得世帯への緊急支援
　給付金事業
❖新型コロナウイルス感染
　症への対応
❖浄化槽設置整備事業
❖道路新設改良事業
❖橋りょう維持補修事業
❖町営住宅長寿命化事業
❖定住促進事業
❖自治センター施設改善
　事業
その他、さまざまな

事業に使われました。

令和５年度主な事業

繰入金・
使用料・
諸収入など
　　6.2％

繰入金・
使用料・
諸収入など
　　6.2％

地方特例交付金など
0.4％

地方特例交付金など
0.4％

寄附金
0.2％
寄附金
0.2％

分担金及び負担金
0.5％

分担金及び負担金
0.5％

地方消費税交付金4.0％地方消費税交付金4.0％

法人事業税
交付金0.4％
法人事業税
交付金0.4％

地方譲与税
1.2％

地方譲与税
1.2％

町税
19.0％

繰越金
5.9％

地方交付税
31.0％

国庫
支出金
12.5％

町債
12.8％

県支出金
5.9％ 一般会計決算

94億
5,987
万円

歳入

道路改良事業道路改良事業

令和6年11月1日発行
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決
算
審
査
報
告

代
表
監
査
委
員郷

　
　
隆
雄

監
査
委
員菊

池
美
知
男

【
審
査
結
果
】

　
令
和
５
年
度
決
算
審
査

は
、
水
道
事
業
会
計
、
一

般
会
計
、
特
別
会
計
及
び

各
基
金
な
ど
を
審
査
し
、

各
会
計
・
基
金
と
も
決
算

の
根
幹
は
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
方
公
共
団
体

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

財
政
指
標
に
つ
い
て
は
、

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将

来
負
担
比
率
は
前
年
度
に

比
べ
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全

化
基
準
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

【
審
査
意
見
】

　
一
般
会
計
の
実
質
収
支

は
黒
字
と
な
っ
て
お
り
、

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

財
政
指
標
も
健
全
な
水
準

を
保
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

今
後
一
層
の
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
が
続
く
見
込

み
の
中
で
、
財
源
確
保
が

一
段
と
厳
し
く
な
る
こ
と

を
視
野
に
、
国
庫
支
出
金

等
以
外
の
財
源
の
確
保
に

向
け
た
研
究
の
ほ
か
、
事

務
事
業
の
取
捨
選
択
・
再

編
等
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
の
た
め
、
不
断
の
見

直
し
に
努
め
る
と
と
も
に
、

各
般
の
施
策
・
事
務
事
業

を
効
率
的
・
効
果
的
か
つ

確
実
に
推
進
し
、
過
大
な

将
来
負
担
が
生
じ
な
い
よ

う
な
財
政
規
律
の
確
立
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
の
未
収
金
に

つ
い
て
は
、
関
係
課
だ
け

で
な
く
庁
内
全
体
の
問
題

と
し
て
取
り
組
み
、
広
域

的
な
枠
組
み
で
の
徴
収
事

務
な
ど
新
た
な
体
制
構
築

等
の
検
討
を
進
め
、
収
入

未
済
額
の
縮
減
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
水
道
事
業
会
計
に
つ
い

て
は
、
給
水
人
口
減
少
に

伴
い
、
料
金
収
入
も
減
少

傾
向
が
予
想
さ
れ
る
一
方
、

設
備
の
維
持
管
理
費
用
等

は
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
持
続
可
能
な
水

道
事
業
体
制
構
築
の
た
め
、

適
正
な
水
道
料
金
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
を
強

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
畜
産
振
興
基
金
及
び
奨

学
資
金
貸
与
基
金
に
つ
い

て
は
、
金
融
機
関
と
連
携

し
た
貸
付
制
度
な
ど
、
新

た
な
制
度
の
導
入
を
進
め
、

よ
り
適
正
で
効
率
的
な
債

権
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

総額総額125125億億44,,800800万円万円5年度
一般会計
特別会計

令和５年度石川町健全化判断比率について（報告）

区　　分 早期健全化比率
令和

4年度
（参考）

令和
3年度

（参考）

①実質公債費比率
　（3年間平均）

6.0％
（起債の許可が必要18.0％）
（早期健全化基準25.0％）

5.2％ 5.0％

②将来負担比率 8.1％
（早期健全化基準350.0％） 6.0％ 15.7％

③実質赤字比率 黒字決算のため算定なし ― ―

④連結実質赤字比率 黒字決算のため算定なし ― ―

＊①元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本とした額に対する比率
　②将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率

令和５年度石川町資金不足比率について（報告）
区　　分 資金不足比率

水道事業会計 資金不足がないため算定なし

宅地造成事業
特別会計 資金不足がないため算定なし

総務費
14.0％

民生費
28.8％

土木費
8.9％

衛生費
8.3％

労働費0.0％

教育費
11.1％

農林
水産業費
7.5％商工費3.0％

諸支出金
3.6％

消防費
4.8％

議会費1.0％
災害復旧費0.0％

公債費
9.0％

一般会計決算

90億
1,623
万円

歳出

石川町議会だより　224号
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議案番号 議案・請願・発議 審議結果
議案 第39号 石川町立認定こども園条例の制定について 原案可決 全 員
議案 第40号 石川町税特別措置条例の一部を改正する条例 原案可決 全 員
議案 第41号 石川町防災会議条例の一部を改正する条例 原案可決 全 員

議案 第42号 石川町地方活力向上地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の一
部を改正する条例 原案可決 全 員

議案 第43号 石川町重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全 員
議案 第44号 石川町国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決 全 員
議案 第45号 令和５年度石川町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第46号 令和５年度石川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第47号 令和５年度石川町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第48号 令和５年度石川町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第49号 令和５年度石川町母畑財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第50号 令和５年度石川町中谷財産区特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第51号 令和５年度石川町土地開発事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員
議案 第52号 令和５度石川町宅地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について 認 定 全 員

議案 第53号 令和５年度石川町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 原案可決
及び認定 全 員

議案 第54号 令和６年度石川町一般会計補正予算（第3号） 原案可決 全 員
議案 第55号 令和６年度石川町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全 員
議案 第56号 令和６年度石川町土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全 員
議案 第57号 令和６年度石川町宅地造成事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 全 員
議案 第58号 令和６年度石川町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決 全 員
議案 第59号 福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決 全 員

請願 第4号 「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分な就学
支援を求める意見書」の提出を求める請願書 採 択 全 員

議案 第60号 石川町総合体育館照明・蓄電池改修設計施工及び ZEB化改修総合調整業務契
約の締結について 原案可決 全 員

議案 第61号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（根本美智夫氏
（塩沢）） 適 任 全 員

議案 第62号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて（三森万里子氏
（形見）） 適 任 全 員

議案 第63号 石川町教育委員会委員の任命について（小木秀治氏（板橋）） 同 意 全 員
議案 第64号 石川町教育委員会委員の任命について（増子洋子氏（沢井）） 同 意 全 員
発議 第５号 石川町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定について 原案可決 全 員

発議 第６号 「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を
求める意見書 原案可決 全 員

議案・請願・発議議案・請願・発議  審議結果  審議結果
令和6年9月定例会令和6年9月定例会

　
認
定
こ
ど
も
園
の
開

園
延
期
に
伴
い
、
認
定

こ
ど
も
園
運
営
経
費
か

ら
保
育
所
運
営
経
費
に

３
２
５
２
万
円
の
事
業

費
の
組
み
替
え
を
行
う

ほ
か
、
道
路
新
設
改
良

事
業
に
２
５
７
９
万
円

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

前
年
度
の
決
算
剰
余
金

の
一
部
を
基
金
へ
積
み

立
て
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
積
立
金
、
減
債

基
金
積
立
金
及
び
公
共

施
設
保
全
基
金
積
立
金

に
所
要
額
を
計
上
し
た

も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正

予
算
の
主
な
も
の

審議の経過については、
こちらをご覧ください。

９月定例会（最終日）

令和6年11月1日発行
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基
本
・
実
施
設
計
業

務
が
完
了
し
、
こ
ど
も

園
の
建
築
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
建
物
本
体
工

事
や
環
境
整
備
が
進
め

ら
れ
、
令
和
７
年
４
月

の
開
園
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
利
用

者
は
約
２
万
９
千
人
と

な
り
蔵
書
冊
数
は
約
４

万
冊
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
営
に
伴
う
業
務
委

託
費
が
主
で
す
が
、
お

話
し
会
や
３
、
４
か
月

児
健
診
時
に
贈
呈
す
る

ブ※

ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、
図

書
館
ま
つ
り
の
取
り
組

み
な
ど
、
本
に
触
れ
合

い
、
親
し
む
機
会
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
立
ケ
岡
団
地
に
お
い

て
は
、
外
壁
の
ひ
び
割

れ
修
繕
と
合
わ
せ
て
塗

装
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
ノ
沢
団
地
で
は
、

物
置
の
建
て
替
え
に
よ

り
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　
路
線
バ
ス
11
路
線
の

運
行
経
費
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
た
ほ
か
、
町

が
委
託
す
る
１
路
線
に

対
す
る
補
助
を
行
い
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
買
い
物
等

の
利
便
性
向
上
を
目
的

に
ミ
ニ
バ
ス
の
実
証
運

行
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
生
児
誕
生
祝
金
の

額
を
第
一
子
か
ら
第
五

子
以
降
ま
で
段
階
的
に

支
給
額
を
引
き
上
げ
た

ほ
か
、
０
歳
児
か
ら
２

歳
児
ま
で
在
宅
で
育
児

を
す
る
家
庭
に
支
援
金

を
支
給
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
民
間
等
保

育
施
設
に
通
う
児
童
に

対
し
給
食
費
の
補
助
を

行
い
ま
し
た
。

　
資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
整
備
費
で
、
看
板
や

展
示
物
等
の
設
計
製
作

及
び
設
置
、
駐
車
場
の

舗
装
や
電
気
機
械
設
備

設
置
等
の
工
事
、
備
品

購
入
な
ど
を
行
い
、
愛

称
を
「
イ
シ
ニ
ク
ル
」

と
し
て
４
月
27
日
に
移

転
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
今
年
８
月
末
時
点
で

の
入
館
者
数
は
７
８
９

１
人
と
な
り
、
夏
休
み

期
間
中
は
、
鉱
物
し
お

り
作
り
や
勾
玉
作
り
、

鉱
物
鑑
定
会
等
の
特
別

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

家
族
連
れ
の
方
々
か
ら

好
評
で
し
た
。

　
11
月
か
ら
は
、
明
治

か
ら
戦
後
期
に
活
躍
し

た
本
町
出
身
の
石
工
、

小
松
寅
吉
と
小
林
和
平

に
つ
い
て
の
企
画
展
が

開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

紙上中継

予
算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
決
算
で
は

◆
図
書
館
運
営

（
１
７
７
６
万
円
）

◆
町
営
住
宅
長
寿
命
化

（
２
５
０
２
万
円
）

◆
生
活
交
通
対
策

（
８
５
３
５
万
円
）

◆
子
ど
も・子
育
て
支
援

　
給
付
事
業

（
１
６
７
４
万
円
）

◆
認
定
こ
ど
も
園
整
備

（
５
億
４
４
５
０
万
円
）

◆
歴
史
民
俗
資
料
館

　
整
備
事
業

（
３
億
５
３
０
７
万
円
）

※ブックスタート：3〜4か月健診時に、ブックスタートとして、絵本のプレゼントと読み聞かせを行います。

石川町議会だより　224号
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に期待と不安
事業地区説明会」が行われ247名が参加した

道の駅の役割は
①休憩施設
②情報発信
③地域振興施設
　（販売など）

事業費・管理費の内訳

補助金等の獲得に努め、仮に全体事業費が増えても町の支出上限額である3億7,500万円を上回らないようにします。

●整備後の施設
　管理費（年間）

指定管理料�720万円
借　地　料�560万円

合計1,280万円

●道の駅事業費
納付金制度の導入

運営事業者から町へ
1,250万円
×
30年

計３億7,500万円
＊町の支出を回収できます

●出荷手数料はどう考えているのか
物品、農作物、町内外納入者のすみわけも含
め協議します。

その他
●誰のための道の駅か
町のため町民のための道の駅です。

●道の駅の雇用は何人くらいか
30～40人です。

●町の財政状況は大丈夫か
今後5年間に予定している事業を実施しても
健全な状況です。

●町外から誘客する方法の検討は
サクライズ（旧石川町観光物産協会）が情報
発信施設に常駐して活動していきます。

●反対の声もあるが住民投票は
やるつもりはありません。今回の地区説明会
で皆様のご意見をいただき、事業推進の参考
にします。

●TTCで同じような規模の道の駅は
施設規模は「道の駅木更津」が同じくらいで
す。

●加工所は整備する予定か
施設の中に加工所を整備する予定はありませ
ん。

令和６年９月18日
議員全協議会

①調整池改修工事関連
 ９,６００万円
②道路改良工事費関係
 ９,９００万円
③その他 １,４００万円

交付金
補助金

8億2,500万円

町の支出
3億7,500万円

総事業費
12億円

➡

道の駅整備事業　県との協議で追加事業費
２億900万円

議　会 … 物価高騰等で事業費が膨らめば、
　　　　  事業続行の判断は

交付金獲得に努力するが、町の定めた実質負担額
（3億7,500万円）を大きく上回る事があれば事業
を考える必要がある。 ― 町長―

令和6年11月1日発行
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いしかわ道の駅特集
８月22日～30日にかけて 町内６地区で「道の駅整備

道の駅これまでの経過
■町が出資の第三セクター※方式で
　運営の場合

＊町は事業の経験がない
＊運営で赤字になったら町が補填

■令和４年度　民間事業者を公募
　する方式へ
＊設計施工の一括発注で事業費削減
＊事業ノウハウを生かした販売施設運営管理

●令和７年４月　運営事業者と契約
●令和８年４月　道の駅オープン予定

参加者の疑問質問の一部

運営事業者について
●（株）TTCの概要は
本社が静岡県熱海市、1977年創業、資本金
8,500万円、従業員約260名、グループ会社で
1700名。平成29年から運営を道の駅に特化し、
現在10店舗運営。信用調査を行いました。

●TTCが撤退したらどうする
15年の契約を予定しており、違約金条項も入
ります。
万が一撤退した場合は、新たに運営事業者を
募集します。

●赤字でも納付金は町に入るのか
納付されます。（売上金から）

●道の駅の運営状況は毎年公表するのか
毎年公表します。

●TTCの指定管理料は固定か
1年ごとの見直しとなります。

●施設の破損、修繕の費用負担は
修繕について100万円以下はTTC、100万円
以上は町が負担する予定です。

場所の選定について
●なぜあの場所なのか
交通量、面積、安全性、移転補償費などのコ
ストから決定しました。

●敷地はなぜ借地なのか
不動産鑑定により30年契約だと購入より安い
金額になります。初期投資のリスク減を考え
ました。

●来場者が15万人、3億円の経済効果の根拠は
交通量からは、立ち寄りが50万人、レジ通過
者が15万人と試算しています。

●道の駅の年間売上見込みは
2億5000万円を想定しています。

道の駅での販売について
●農家のサポートは
職員を3名配置しており営農指導も行います。

●特産品を検討しているのか
運営事業者は地元の商品開発企画、販売、営
業に優れた会社であり協議を進めています。
また、町も数年前から、農家や加工団体への
訪問、特産品開発に取り組んでいます。

変
更

※第三セクター：国や地方公共団体（第一セクター）と民間企業（第二セクター）が共同出資して設立された法人や事業
組織体。

石川町議会だより　224号
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鈴木　義延　議員� P８
◆町政の信頼回復を図るための取り組みについて
◆災害に強い町づくりについて
◆道の駅整備地区説明会について

小木　芳郎　議員� P９
◆契約に係る情報公開と地元企業の育成について
◆夢を持てる持続可能な町の未来像について
◆消防と防災対策について

星　恵子　議員� P10
◆子どもを取り巻く課題及び対策について
◆登下校、部活動移動時の交通安全の確保及び
　対策について
◆障害者差別解消法の義務化について

増子美知夫　議員� P11
◆働く場の確保による生産年齢人口減少対策について
◆ライドシェア導入の検討状況について

菊池美知男　議員� P12
◆町政運営における町長の基本的姿勢について
◆石川町第６次総合計画後期基本計画について
◆高齢者福祉の充実について

乾　初美　議員� P13
◆公共施設予約管理システムの導入について
◆下泉住宅の現状と今後のあり方について
◆消防団アシストアプリケーションの導入について

迎　茂城　議員� P14
◆母畑レークサイドセンターの現状と活用について
◆まちなかの賑わいづくりと住環境の整備支援について

瀬谷　寿一　議員� P15
◆首藤町長の選挙公約について
◆県立石川高校の存続に向けた取り組みについて

金沢　和則　議員� P16
◆石川消防団の組織改編について
◆「書かないワンストップ窓口」の実現について

一
般
質
問

一
般
質
問

　
　
町
政
を
た
だ
す

　
　
町
政
を
た
だ
す

　
一
般
質
問
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
の
行
政
事
務
の
状
況
や
将
来

に
対
す
る
方
針
な
ど
を
た
だ
す
も
の
で
、定
例
会
に
限
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
は
９
名
が
登
壇
し
、
町
の
考
え
を
尋
ね
ま
し
た
。

※
紙
面
の
都
合
上
、質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
質
問
の
一
部
を
割
愛
し
て
い
ま
す
。）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
議
員
の
タ
イ
ト
ル
の
横
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
録
画
映
像
に
よ

り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令和6年11月1日発行
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質
問
　
前
町
長
の
逮
捕
後
、

町
政
の
一
日
も
早
い
健
全

化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

首
藤
新
町
長
が
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
時
代
の
変
化

に
対
応
し
、
次
代
を
ど
う

切
り
拓
き
、
透
明
性
の
あ

る
町
政
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁
　
官
製
談
合
の
原
因

の
究
明
と
再
発
防
止
を
図

る
入
札
制
度
を
確
立
す
る

ほ
か
、
入
札
情
報
や
行
政

情
報
の
公
開
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民

の
自
信
と
誇
り
の
回
復
を

図
る
た
め
、
町
民
第
一
主

義
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
、
利
益
を
最
優

先
に
考
え
町
民
満
足
度
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

質
問
　
事
件
後
の
職
員
の

意
識
の
変
化
と
風
通
し
良

い
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
弁
　
職
員
の
能
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
や
り

が
い
、
成
長
実
感
を
得
ら

れ
る
職
場
環
境
づ
く
り
が

必
須
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
本
町
役
場
職
員
、

関
係
機
関
に
お
け
る
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
と

公
用
車
乗
車
前
の
呼
気
検

査
に
つ
い
て
。

答
弁
　
職
員
の
倫
理
観
や

規
範
意
識
を
醸
成
す
る
と

と
も
に
、
職
員
の
不
祥
事

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
抑

止
力
の
保
持
、
公
益
通
報

者
保
護
な
ど
の
公
務
員
倫

理
制
度
を
確
立
し
ま
す
。

公
用
車
ご
と
に
ア
ル
コ
ー

ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
配
置
し
、

乗
車
前
後
に
対
面
で
呼
気

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
個
別
避
難
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
令
和
元
年
度
東
日

本
台
風
で
浸
水
し
た
エ
リ

ア
に
住
む
方
を
優
先
し
て

作
成
を
進
め
、
令
和
7
年

度
中
に
は
完
了
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
防
災
士
の
育
成
に

つ
い
て
。

答
弁
　
防
災
士
は
、
自
主

防
災
組
織
と
の
一
体
的
な

活
動
に
よ
り
、
地
域
の
防

災
力
向
上
が
期
待
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
資
格
取
得
費

用
の
助
成
を
含
め
た
支
援

を
検
討
し
ま
す
。

質
問
　
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
の
説
明
会
実
施
な

の
か
。

答
弁
　
今
後
、
用
地
造
成

な
ど
の
各
種
工
事
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
運
営
事
業

者
と
の
契
約
締
結
前
に
町

民
の
皆
様
に
説
明
の
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

質
問
　
説
明
会
で
の
意
見

を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題

を
ど
う
捉
え
、
そ
の
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
い
た
だ
い
た
意
見

や
要
望
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
産
業
振
興
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
交
流
、
町

内
の
観
光
等
の
情
報
発
信

や
誘
導
を
実
現
さ
せ
る
た

め
、
地
域
商
社
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
や
運
営
事
業

者
と
連
携
し
な
が
ら
、
地

域
活
性
化
の
拠
点
施
設
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
災
害
に
強
い
町
づ
く
り

に
つ
い
て

◆
町
政
の
信
頼
回
復
を
図

る
た
め
に

◆
道
の
駅
整
備
事
業
地
区

説
明
会
に
つ
い
て

鈴
すず

木
き

　義
よし

延
のぶ

議員

A 再発防止に努めるとともに、町民第一
主義をモットーに町民満足度の向上を図ります

Q 町政の信頼回復を図るための取り組みは
質問者
の動画

が見られます

道の駅整備地区説明会の様子（母畑）

石川町議会だより　224号
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質
問　

随
意
契
約
が
行
わ

れ
る
場
合
と
は
。

答
弁
　
地
方
公
共
団
体
の

契
約
は
競
争
入
札
が
原
則

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
契

約
に
時
間
が
か
か
る
場
合

な
ど
、
法
令
に
定
め
が
あ

る
場
合
に
限
り
、
理
由
を

明
確
に
し
て
随
意
契
約
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

単
価
契
約
が
行
わ

れ
る
場
合
と
は
。

答
弁
　
あ
ら
か
じ
め
単
価

を
定
め
た
上
で
必
要
に
応

じ
て
発
注
す
る
契
約
方
式

で
、
建
設
資
材
の
購
入
や

重
機
の
借
上
な
ど
、
必
要

な
数
量
が
都
度
変
わ
る
も

の
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

契
約
状
況
は
。

答
弁
　
随
意
契
約
は
１
５

０
件
で
支
出
額
は
約
7
億

円
、
単
価
契
約
は
52
件
で

支
出
額
は
約
3
億
4
千
万

円
で
す
。

質
問　

今
後
の
情
報
公
開

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答
弁
　
透
明
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、「
随
意
契

約
の
相
手
方
を
選
定
し
た

理
由
」
な
ど
、
公
表
す
る

情
報
の
内
容
や
方
法
を
検

討
し
、
よ
り
積
極
的
な
情

報
公
開
に
努
め
ま
す
。

　質
問　

建
設
業
協
力
会
の

役
割
は
。

答
弁
　
昭
和
48
年
に
設
立

さ
れ
、
会
員
の
福
利
厚
生

の
ほ
か
、
災
害
時
の
支
援

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
町

内
事
業
者
14
社
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

質
問　

農
業
・
商
業
・
工

業
・
畜
産
の
活
性
化
に
つ

い
て
。

答
弁
　
農
業
・
畜
産
に
つ

い
て
は
、
石
川
地
方
の
魅

力
を
活
か
し
た
持
続
可
能

な
農
業
と
豊
か
な
農
村
を

目
指
し
ま
す
。

　
商
業
・
工
業
に
つ
い
て

は
、
産
・
学
・
官
・
金
が

連
携
を
図
り
、「
商
工
業

の
振
興
」
と
「
雇
用
の
創

出
」
を
推
進
し
ま
す
。

質
問　

消
防
団
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
。

答
弁
　
消
防
団
の
条
例
定

数
５
２
７
人
に
対
し
て
現

在
の
団
員
数
は
４
０
７
人

と
、
近
年
入
団
者
数
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
中
の
火
災
時
に
出
動
し

た
各
部
の
団
員
は
平
均
3

名
程
度
と
少
な
く
、
就
業

形
態
の
変
化
や
町
外
勤
務

者
の
増
加
な
ど
が
要
因
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
の
改
善
に
向

け
た
計
画
は
。

答
弁
　
団
員
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
取
り
ま
と
め
、
処

遇
や
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
団
と
共
有
し
、
改
善

方
法
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

要
望　

地
域
で
活
動
を
行

う
消
防
団
員
や
自
主
防
災

組
織
の
育
成
を
進
め
、
災

害
や
有
事
に
備
え
万
全
の

体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

質問者
の動画

が見られます

A 今後は、より積極的な公開に努める
Q 契約に係る情報公開について

◆
契
約
に
係
る
情
報
公
開

と
地
元
企
業
の
育
成
に
つ

い
て

◆
夢
を
持
て
る
持
続
可
能

な
未
来
像
に
つ
い
て

◆
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち

を
つ
く
る
た
め
に

小
お

木
ぎ

　芳
よし

郎
ろう

議員

収穫前の稲の様子（左）、老朽化が著しい消防施設（右）

令和6年11月1日発行
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質
問　

い
じ
め
に
つ
い
て
。

答
弁
　
8
月
末
現
在
で
、

小
学
校
１
件
、
中
学
校
１

件
で
す
が
、
既
に
解
消
し

て
い
ま
す
。

質
問　

不
登
校
に
つ
い
て
。

答
弁
　
8
月
末
現
在
で
、

小
学
校
３
名
、
中
学
校
10

名
で
す
。

質
問　

長
期
不
登
校
の
児

童
生
徒
に
対
す
る
健
康
診

断
受
診
機
会
の
確
保
は
。

答
弁
　
働
き
か
け
は
行
っ

て
い
ま
す
。

質
問　

ヤ※

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

に
つ
い
て
。

答
弁
　
認
知
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
把

握
に
努
め
ま
す
。

質
問　

子
ど
も
食
堂
の
運

営
状
況
に
つ
い
て
。

答
弁
　
２
カ
所
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
物
価
高
で

経
営
が
苦
し
い
と
の
こ
と

か
ら
、
月
１
万
円
、
年
間

12
万
円
の
助
成
を
行
い
ま

し
た
。

質
問　

認
定
子

ど
も
園
開
設
に

伴
う
保
護
者
の

送
迎
ル
ー
ト
の

確
保
に
つ
い
て
。

答
弁
　
県
道
い

わ
き
石
川
線
か

ら
本
宮
橋
を
通

る
ル
ー
ト
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

質
問　

町
の
責

任
と
し
て
安
全

で
ス
ム
ー
ズ
な

送
迎
ル
ー
ト
を

複
数
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁
　
今
出
川

改
修
事
業
に
よ

り
、
南
町
地
内

に
つ
な
が
る
新
た
な
道
路

の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

質
問　

県
立
石
川
支
援
学

校
付
近
の
国
道
１
１
８
号

線
及
び
県
道
赤
坂
西
野
石

川
線
の
立
ヶ
岡
地
内
の
狭

あ
い
箇
所
の
安
全
の
確
保

と
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁
　
大
変
危
険
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
に

対
し
引
き
続
き
道
路
整
備

等
を
強
く
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

質
問　

本
町
の
障
が
い
者

雇
用
率
は
。

答
弁
　
令
和
５
年
度
の
雇

用
率
は
１
・
98
％
で
す
。

質
問　

合
理
的
配
慮
の
義

務
化
の
周
知
及
び
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
　
理
解
を
深
め
る
た

め
の
周
知
・
広
報
活
動
等

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

A 第六次総合計画後期基本計画の重点施策であり、継続していきます

Q 役場前に掲げている「子ども子育て応援宣言」は推進していくのか
質問者
の動画

が見られます

石川支援学校付近の国道118号線狭あい箇所

◆
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課

題
及
び
対
策
に
つ
い
て

◆
登
下
校
、
部
活
動
移
動

時
の
交
通
安
全
の
確
保
及

び
対
策
に
つ
い
て

◆
障
害
者
差
別
解
消
法
の

義
務
化
に
つ
い
て

星
ほし

　恵
けい

子
こ

議員

※ヤングケアラー：家族にケアを要する人がいる場合に、大人が担うようなケア責任を引き受け、家事や家族の世話
などを行っている、18歳未満の子ども。

石川町議会だより　224号
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質
問
　
町
内
企
業
等
へ
の

就
労
支
援
な
ど
、

若
い
世
代
が
石

川
町
に
と
ど
ま

れ
る
施
策
に
つ

い
て
。

答
弁
　
町
内
企

業
か
ら
は
人
材

確
保
が
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ

て
お
り
、
課
題

解
消
の
た
め

「
企
業
合
同
説

明
会
」
を
開
催

し
、
こ
れ
ま
で

7
回
で
述
べ
５

９
９
名
の
生
徒

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
企
業
か
ら
は
、「
採

用
に
繋
が
っ
て
い
る
」
と

の
、
意
見
を
い
た
だ
く
こ

と
が
増
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
企
業
誘
致
を
具
現

化
す
る
た
め
の
手
法
に
つ

い
て
。

答
弁
　
全
国
的
に
産
業
用

地
へ
の
需
要
が
高
ま
る
中

本
町
で
は
、
売
却
可
能
な

産
業
用
地
を
持
っ
て
お
ら

ず
、
短
期
間
で
操
業
を
開

始
し
た
い
企
業
の
誘
致
に

繋
が
ら
な
い
状
況
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
町
内
立
地
企

業
が
有
す
る
未
利
用
地
の

取
得
や
新
た
な
産
業
用
地

の
造
成
を
検
討
し
、
誘
致

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
企
業
誘
致
を
具
現

化
す
る
た
め
の
、
組
織
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
弁
　
現
在
の
企
画
商
工

課
に
企
業
誘
致
担
当
を
配

置
し
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
本
町
に
立
地
し

て
い
る
企
業
訪
問
を
行
う

な
ど
、
町
長
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
て
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
9
月
の
全
国
版
新

聞
一
面
に
「
日
本
版
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
、

斉
藤
国
交
相
が
、
全
国
的

に
移
動
の
足
の
確
保
は

待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ

り
、
先
進
的
な
取
り
組
み

が
で
き
る
よ
う
財
政
支
援

を
行
い
、
普
及
を
加
速
さ

せ
る
と
公
的
な
発
表
を
し

て
い
る
が
。

答
弁
　
本
町
の
場
合
、
水

郡
線
・
路
線
バ
ス
・
買
い

物
支
援
ミ
ニ
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
が
あ

る
中
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
導
入
で
き
る
の
か
ど
う

か
は
検
証
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
導
入
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
維
持
し
て
き
た
、

公
共
交
通
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
危
惧
さ
れ

ま
す
。

　
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

を
否
定
し
て
い
る
も
の
で

は
な
く
、
本
町
の
様
々
な

公
共
交
通
施
策
と
相
ま
っ

て
こ
の
制
度
が
極
め
て
有

用
と
判
断
で
き
れ
ば
、
当

然
導
入
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
令
和
６
年
３
月
議
会
で

導
入
検
討
の
必
要
性
に
つ

い
て
質
問
し
、
半
年
が
経

過
し
た
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導

入
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

◆
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

は
、
本
町
の
重
要
な
課
題

で
あ
る

増
まし

子
こ

美
み

知
ち

夫
お

議員

A 若者・子育て世代の「住宅取得支援事業補助金」などに取り組んでいます

Q 慢性化している生産年齢人口減少
により、地域の活力が弱まっている 質問者

の動画
が見られます

今年６月に開催した「企業合同説明会」

令和6年11月1日発行
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質
問
　
選
挙
公
約
を
実
現

す
る
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

答
弁
　
ト
ッ
プ
で
あ
る
私

自
身
が
襟
を
正
し
、
職
務

権
限
な
ど
を
悪
用
す
る
こ

と
な
く
、
公
平
で
公
正
な

町
政
運
営
を
行
う
こ
と
で

町
民
の
信
頼
回
復
を
図
っ

て
行
く
こ
と
を
第
一
に
考

え
、
町
民
満
足
度
の
向
上

を
目
指
し
な
が
ら
、
様
々

な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

質
問
　
見
直
す
事
業
や
継

続
す
る
事
業
は
。

答
弁
　
第
６
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
る

各
般
の
施
策
を
引
き
続
き

推
進
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
目

標
達
成
の
た
め
の
手
段
や

方
法
は
、
よ
り
確
実
で
実

効
性
の
あ
る
も
の
を
求
め
、

不
断
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

質
問
　
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
共
に
創
る
幸
せ

実
現
の
ま
ち
」
実
現

に
向
け
て
最
優
先
す

る
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
人
口
減
少
対

策
と
町
民
の
皆
様
の

安
全
安
心
確
保
の
た

め
、「
子
育
て
」「
防

災
」「
定
住
・
移
住
」

「
交
流
人
口
」「
共
に

創
る
（
対
話
）」
と

い
う
優
先
的
に
取
り

組
む
べ
く
５
つ
の
重

点
項
目
を
掲
げ
、
各

種
施
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

質
問
　
温
泉
入
浴
事
業
の

拡
充
に
つ
い
て
、
福
祉
の

観
点
か
ら
ば
か
り
で
は
な

く
、
近
隣
町
村
と
の
格
差

解
消
の
た
め
に
も
、
年
齢

の
引
き
下
げ
や
、
給
付
額

を
増
額
す
る
事
で
町
民
満

足
度
向
上
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

答
弁
　
現
在
の
利
用
状
況

や
、
利
用
者
の
意
向
な
ど

を
調
査
し
た
上
で
、
検
討

が
必
要
な
の
か
考
え
て
い

き
ま
す
。

質
問
　
健
康
長
寿
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
。

答
弁
　
引
き
続
き
高
齢
者

サ
ロ
ン
や
地
区
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A 今回の選挙は施策の方向転換を問うものではない

Qトップが代われば事業も変わる？

◆
町
政
運
営
に
お
け
る
町

長
の
基
本
的
姿
勢
に
つ
い

て

◆
石
川
町
第
６
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
に
つ
い

て

質問者
の動画

が見られます

待ったなしの高齢者福祉事業

菊
きく

池
ち

美
み

知
ち

男
お

議員

◆
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に

つ
い
て

石川町議会だより　224号
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質
問
　
導
入
の
時
期
は
。

答
弁
　
窓
口
で
の
手
続
き

も
継
続
し
な
が
ら
、
年
度

内
の
試
行
的
運
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

質
問
　
下
泉
住
宅
は
、
子

育
て
世
帯
向
け
と
し
て
整

備
さ
れ
た
が
、
子
が
成
人

す
る
な
ど
し
夫
婦
の
み
や
、

単
身
世
帯
と
な
っ
た
場
合

も
住
み
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

答
弁
　
石
川
町
営
住
宅
等

条
例
で
定
め
る
入
居
条
件

を
満
た
せ
ば
可
能
で
す
。

質
問
　
子
育
て
世
帯
の

「
優
先
募
集
枠
の
設
定
」

「
収
入
基
準
・
入
居
資
格

の
緩
和
」「
定
期
借
家
制

度
の
導
入
」
な
ど
、
条
例

改
正
を
検
討
し
な
が
ら
、

下
泉
住
宅
へ
の
子
育
て
世

帯
の
入
居
機
会
の
拡
大
を

図
る
考
え
は
。

答
弁
　
国
の
、
公
営
住
宅

を
活
用
し
た
住
ま
い
の
子

育
て
支
援
実
施
要
領
に
基

づ
き
条
例
改
正
等
を
行
え

ば
、
子
育
て
支
援
向
け
の

住
宅
と
し
て
運
用
・
活
用

し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問
　
今
年
度
か

ら
子
育
て
世
帯
・

若
者
世
帯
を
対
象

に
行
う
家
賃
低
廉

化
の
対
象
を
拡
大

す
る
考
え
は
。

答
弁
　
対
象
範
囲

に
つ
い
て
も
、
利

用
さ
れ
る
方
々
の

状
況
等
を
見
極
め

な
が
ら
、
制
度
改

正
そ
し
て
運
用
を

図
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

質
問
　
消
防
団
ア
シ
ス
ト

ア
プ
リ
Ｓ
．Ａ
．Ｆ
．Ｅ
．を

試
験
導
入
し
、
既
存
の
連

絡
手
段
と
比
較
し
て
作
業

効
率
や
利
便
性
が
向
上
す

る
か
、
活
動
状
況
の
迅
速

性
に
つ
い
て
検
証
す
る
考

え
は
。

答
弁
　
ど
う
い
う
方
向
が

い
い
の
か
検
討
し
た
い
の

で
、
時
間
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

意
見　

地
域
の
団
員
、
さ

ら
に
は
職
員
の
皆
様
と
つ

く
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
の
が
こ
の
Ｓ
．Ａ
．Ｆ
．

Ｅ
．ア
プ
リ
の
強
み
。
石

川
町
の
消
防
団
が
主
体
的
、

継
続
的
に
消
防
活
動
が
で

き
る
環
境
を
！

◆
下
泉
住
宅
の
現
状
と
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◆
消
防
団
ア
シ
ス
ト
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に

つ
い
て

乾
いぬい

　初
はつ

美
み

議員

A モトガッコ及び総合体育館を対象施設として準備を進めています

Q 公共施設予約管理システムの導入について
質問者
の動画

が見られます

県内外で導入されている防災アシストアプリS.A.F.E.

令和6年11月1日発行
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質
問
　
老
朽
化
が
進
む
施

設
の
現
状
と
利
用
実
態
は
。

答
弁
　
施
設
の
老
朽
化
は

著
し
く
進
行
し
て
お
り
、

最
低
限
の
修
繕
を
行
い
な

が
ら
管
理
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
場
、

体
育
館
、
キ
ャ
ン
プ
場
合

わ
せ
て
２
万
４
３
０
５
人

が
利
用
し
ま
し
た
。

質
問
　
今
後
の
活
用
は
。

答
弁　

施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
判
断
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

質
問　

ト※

ラ
イ
ア
ル
・
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
成
果
は
。

答
弁
　
１
団
体
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
施
設
兼
合
宿
所
と

し
て
提
案
が
あ
り
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
体
育
館
、
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
で
２
日
間
実
施

し
ま
し
た
が
、
広
大
な
敷

地
と
複
数
施
設
の
管
理
経

費
な
ど
が
活
用
に
至
ら
な

い
要
因
と
評
価
し
て
い
ま

す
。

質
問
　
町
で
進
め
る
考
え

は
。

答
弁
　
何
か
し
ら
の
大
胆

な
方
針
に
基
づ
き
、
事
業

者
提
案
を
受
け
付
け
な
が

ら
、
有
効
活
用
を
図
っ
て

い
け
る
よ
う
考
え
て
い
き

ま
す
。

質
問　

ま
ち
な
か
再
生
行

動
計
画
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
文
教
福
祉
複
合
施

設
モ
ト
ガ
ッ
コ
の
整
備
、

自
由
民
権
史
跡
や
歴
史
民

俗
資
料
館
イ
シ
ニ
ク
ル
の

整
備
の
ほ
か
、
ま
ち
な
か

駐
車
場
や
公
衆
ト
イ
レ
の

整
備
な
ど
、
多
く
の
事
業

を
進
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
石
川
地
区
自

治
協
議
会
役
員
や
地
域
住

民
、
ま
ち
な
か
再
生
委
員

会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問　

空
き
店
舗
等
を
利

用
し
た
取
り
組
み
内
容
は
。

答
弁
　「
空
き
店
舗
等
活

用
支
援
事
業
補
助
金
」
を

昨
年
創
設
し
、
２
名
の
方

が
こ
の
事
業
を
利
用
し
て

新
規
創
業
し
て
い
ま
す
。

質
問　

取
り
組
み
内
容
は
。

答
弁
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

費
用
の
一
部
を
大
家
さ
ん

に
対
し
補
助
す
る
制
度
を
、

県
内
の
自
治
体
に
先
駆
け

て
開
始
し
て
お
り
、
計
４

件
の
セ※

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

住
宅
を
確
保
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
入
居
者
の
家
賃

低
廉
化
を
図
る
家
賃
補
助

制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
の
現
状
と
活
用
は

◆
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ

く
り
に
つ
い
て

◆
民
間
住
宅
等
を
生
か
し

た
住
環
境
の
整
備
支
援

質問者
の動画

が見られます

迎
むかえ

　茂
しげ

城
き

議員

母畑レークサイドセンター

※トライアル・サウンディング：公共施設などを民間事業者が暫定利用して、施設の利用可能性や事業性を検討する
取り組み。

※セーフティネット住宅：低所得者、高齢者、障がい者などの住宅確保要配慮者に入居者を限定した賃貸住宅。

様変わりする街並み

A 民間企業を中心に提案を求めます

Q あぶくま高原道路を生かした母畑レークサイドセンターの振興策は

石川町議会だより　224号
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質
問
　
群※

馬
県
立
尾
瀬
高

校
の
よ
う
な
、
国
内
留
学

で
石
川
地
方
の
強
み
を
学

べ
る
「
地
球
科
学
科
」
を

新
設
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁
　
ど
う
い
う
発
想
を

し
、
ど
こ
に
着
眼
す
る
か
、

ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
手

順
を
踏
め
ば
、学
科
、コ
ー

ス
と
い
う
形
で
実
現
で
き

る
か
、
調
査
検
討
を
行
い

ま
す
。

　

尾
瀬
高
校
の
「
尾
瀬
か

ら
学
ぶ
自
然
環
境
科
」
と

同
じ
よ
う
に
、
本
町
に
は

古
代
か
ら
知
ら
れ
て
い
る

珍
し
い
ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱

物
、
変
成
岩
と
花
崗
岩
が

織
り
な
す
地
層
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
動
く
地
形
（
低

地
分
水
界
な
ど
）、
数
多

く
の
植
物
が
繁
殖
す
る
里

山
の
フ
ィ
ー
ル
ド
な
ど
か

ら
地
球
の
未
来
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
関
係

の
あ
る
専
門
機
関
（
産
業

技
術
総
合
研
究
所
・
地
質

総
合
セ
ン
タ
ー
・
地
質
標

本
館
）
か
ら
の
連
携
支
援

を
受
け
れ
ば
、
質
の
高
い

教
育
環
境
を
確
立
で
き
る
。

　

加
え
て
、
イ
シ
ニ
ク
ル

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
で

の
鉱
物
・
地
質
・
地
形
な

ど
の
研
究
、
調
査
、
展
示

活
動
と
の
連
携
も
図
れ
る

と
考
え
る
。

質
問
　
町
は
、
平
成
16
年

に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
て
い
る
。
現

在
の
脱
炭
素
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
と
温
室
効
果

ガ
ス
の
吸
収
源
で
あ
る
森

林
の
利
用
促
進
を
図
り
ま

す
。

質
問
　
昨
年
３
月
に
質
問

し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
の
取
り
組
み
も
脱

炭
素
事
業
の
一
つ
だ
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
石
川
地
方
の
広
域

事
業
と
し
て
や
れ
な
い
か

提
案
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

質
問
　
昨
年
６
月
議
会
で

前
町
長
は
、
町
村
会
に
事

務
レ
ベ
ル
の
広
域
連
携
協

議
会
を
提
案
す
る
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
首
藤
町

長
の
考
え
は
。

答
弁
　
事
務
レ
ベ
ル
の

検
討
会
は
、
郡
山
連
携

中
枢
都
市
圏
で
も
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
郡
山

エ
リ
ア
で
す
と
広
過
ぎ

る
の
で
、
石
川
管
内
の

中
で
事
務
レ
ベ
ル
の
検

討
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

い
ま
す
。

◆
県
立
石
川
高
校
の
存
続

に
つ
い
て

◆
石
川
地
方
町
村
と
の
連

携
に
つ
い
て

※群馬県立尾瀬高校：1996年尾瀬高校と改称し普通科と自然環境科（尾瀬国立公園や武尊山をフィールドとした観察・研
究で有名）を設置。沼田市利根町にある男女共学の群馬県最北端の高校で国内留学生が多い。

瀬
せ

谷
や

　寿
とし

一
かず

議員

A ドラスティックな支援策・方法を
早急に考え実行していかなければならない

Q 県石高存続に向けた基本的な考えは
質問者
の動画

が見られます

◎◎
提
案
提
案

県
石
高
新
学
科
「
地
球
科

学
科
」
に
つ
い
て

◆
脱
炭
素
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

今年度から募集人員が1学級
40人となった県立石川高校

平田村で稼働する新電力開発（株）のバイ
オマス発電所　年間発電量：2900万kWh

令和6年11月1日発行
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質
問
　
消
防
団
各
部
の
団

員
確
保
の
現
状
と
対
策
、

部
の
統
廃
合
に
つ
い
て
。

答
弁
　
様
々
な
要
因
に
よ

り
新
た
な
団
員
の
確
保
が

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
消
防
団
の
再
編
は
検
討

す
べ
き
課
題
で
す
が
、
部

の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、

組
織
力
の
低
下
に
加
え
、

再
編
に
よ
っ
て
管
理
す
べ

き
施
設
が
増
加
す
る
こ
と

で
団
員
の
負
担
が
増
え
る

な
ど
、
組
織
運
営
上
の
新

た
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と

も
危
惧
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

協
議
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
実
態
を
把
握
し

た
上
で
、
町
と
消
防
団
と

に
お
い
て
協
議
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

質
問
　
デ
ジ
タ
ル
庁
が
進

め
る
自
治
体
窓
口
Ｄ
Ｘ
に

つ
い
て
の
町
と
し
て
の
取

り
組
み
の
現
状
は
。

答
弁
　
平
成
31
年
４
月
に

コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開
始
し
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

を
利
用
し
て
住
民
票
等
交

付
等
の
申
請
書
を
作
成
で

き
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
対
応
記
帳
台
」
を

役
場
窓
口
に
２
台
設
置
し

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
窓
口
Ｄ
Ｘ
を

推
進
し
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
向
け
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
展
開
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

質
問
　
自
治
体
窓
口
Ｄ
Ｘ

を
進
め
る
た
め
の
支
援
事

業
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
弁
　
デ
ジ
タ
ル
庁
で
は
、

窓
口
Ｄ
Ｘ
に
高
い
知
識
と

経
験
の
あ
る
地
方
自
治
体

職
員
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
自
治
体
に
派
遣
し
、
実

際
に
現
場
を
見
な
が
ら
業

務
改
革
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
す
る
「
窓
口
Ｂ
Ｐ
Ｒ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
」

を
展
開
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
町
に
お
い
て
も
当

該
事
業
を
活
用
し
な
が
ら
、

今
後
、
窓
口
業
務
改
革
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※須賀川広域消防組合火災予防条例：消防法に基づき、住宅用防災機器の設置場所として、寝室、階段、廊下等に設
置することを定めている。

◆
石
川
町
消
防
団
の
組
織

改
編
に
つ
い
て

◆
「
書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
窓
口
」の
実
現
に
つ

い
て

A 団員へのヒアリング結果等を基に実態を
把握し、財政面も踏まえ協議を進めます

Q 屯所の老朽化と消防団の部の統廃合の協議状況は
質問者
の動画

が見られます

役場窓口のマイナンバーカード対応記帳台

金
かな

沢
ざわ

　和
かず

則
のり

議員

石川町議会だより　224号
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町
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に
向
け
、

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
希
望

す
る
全
員
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
9
月
1
日
現
在
、
１

４
６
名
の
児
童

が
登
録
し
て
お

り
、
室
長
と
、

21
名
の
会
計
年

度
任
用
職
員
が

支
援
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

保
護
者
が
安

心
し
て
働
き
な

が
ら
子
育
て
が
で
き
る
環
境

の
整
備
は
、
町
の
重
要
な
子

育
て
支
援
の
一
つ
で
す
。
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

せ
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

買
い
物
支
援
ミ
ニ
バ
ス
は
、

令
和
４
年
12
月
の
実
証
運
行

開
始
か
ら
、
累
計
で
登
録
者

数
が
１
０
８
人
、
乗
車
人
数

が
２
４
１
１
人
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
者
や
移
動
に
不
便

が
あ
る
方
の
移
動
手
段
と
し

て
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
か
ら
は
、

よ
り
多
く
の
方
に
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
対
象
年

齢
を
75
歳
か
ら
65
歳
に
引
き

下
げ
る
と
と
も
に
、
目
的
地

に
磐
城
石
川
駅
を
追
加
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
、
よ
り
良
い
交
通

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ

う
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
改
善

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

買
い
物
支
援
ミ
ニ
バ
ス
は
、

高
齢
者
の
外
出
機
会
を
増
や

す
と
と
も
に
、
店
で
多
く
の

商
品
か
ら
好
き
な
物
を
買
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、

移
動
販
売
は
、
高
齢
者
が
自

宅
で
の
生
活
を
維
持
し
な
が

ら
必
要
な
商
品
を
手
に
入
れ

る
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
石
川
町
に

お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
に

よ
り
移
動
販
売
サ
ー
ビ
ス
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ま
す
ま
す
高
齢
化

が
進
展
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
地
域
社
会
全
体
で
高
齢

者
を
支
え
る
仕
組
み
を
構
築

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

希
望
者
全
員
受
入
に
な
っ
た

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

買
い
物
支
援
ミ
ニ
バ
ス
の

利
用
状
況
と
移
動
販
売
支
援

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

あ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
？

一
般
質
問
の
そ
の
後
は

令和５年９月
定例会より

教師に誘導されて児童クラブに
向かう1～3年生

買
い
物
に
利
用
さ
れ
る
ミ
ニ
バ
ス

令和6年11月1日発行
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　７月3日、「移住・定住の取り組みについて」鳥取県鳥取市を視察し、相談から移住・
定住へ結びつけるための一貫した施策が講じられており鳥取市の本気度を感じました。
この取り組みは、人口減少問題対策に大きな比重を置いて進められており、情報提供の
あり方、組織の充実度、県や他自治体との連携など非常に参考になりました。
　７月5日、「平成30年７月豪雨災害からの復興について」岡山県矢掛町を視察し、同
町においても災害発生時は、職員に災害対応の経験がなく暗中模索の対応を迫られたこ
とが大きな問題になっており、日頃から災害に対する心構えや準備をしておく大切さを
改めて感じました。

　会津若松市議会は、平成20年度に議会基本条例を制定し、これをもとに、さまざまな
議会改革を進めており、自由討議、政策討論会、意見交換会等を導入しています。導入
の経過や討議の深め方などについて説明いただき、非常に参考になりました。今回、勉
強させていただいた自由討議などについては、今後の議会運営の中で導入できないか検
討していきたいと思います。

　令和6年度町村議会正副議長・事務局長
研修会がホテル福島グリーンパレスで開催
され、近内議長、乾副議長及び事務局長が
出席し、「対話の民主主義へ－自治体議会
に期待する」「今後の政局・政治」につい
ての講演などの研修を受けました。

令和６年度議長会視察研修（７月３日～６日）

議会運営委員会所管事務調査（８月６日）

町村議会正副議長・事務局長研修会（８月20日）

報告します報告します  議会の活動議会の活動

石川地方町村議会議長会で視察研修を実施しました

会津若松市議会を訪問し、所管事務調査を実施しました

石川町議会だより　224号
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　委員が2班に分かれ、第一保育所及び
第二保育所を訪問し、認定こども園開園
に向けた保育上の課題、不安、現在取り
組んでいることなどについて、それぞれ
の保育所職員と意見交換をしました。
　開園時期が変更になったことでの計画
等の見直しや、こども園の開園に向けて
他地域のこども園への視察、全職員での
各種研修への参加などに取り組みなが
ら、教育委員会と連携し開園に向けて準
備を進めているとのことでした。
　実際の施設ができていないので、施設
管理や保護者の送迎環境などに不安もあ
るということでしたが、お子さんが安全
に過ごし、保護者が安心して子どもを預
けられるようにと準備が進められていま
した。

　委員が2班に分かれ、石川小学校及び野
木沢小学校を訪問し、給食試食、授業視察、
校長先生との懇談を行い、学校の運営状況
等について調査を実施しました。
　給食を試食させていただきましたが、原
材料高騰への対応に苦慮しつつも、栄養バ
ランスを考えながら、旬の食材や季節の献
立、リクエスト献立を取り入れるなど、子
どもたちの健やかな成長のために工夫さ
れており、懐かしく、そしておいしくいた
だきました。
　授業見学ではＩＣＴ機器類が多く活用
されており、時代の変化を感じました。
　校長先生との懇談では、現状の課題とし
て、子ども達の家庭での食事やスマホ・タ
ブレット等の使用環境、登下校時の安全確
保などがあげられましたが、教師の働き方
改革についても話しがありました。

　また、学校統合に向けて教育委員会と連携しながら、子どもたちを不安にさせず、保
護者にも安心していただけるよう準備を進めているということでした。

文教厚生常任委員会所管事務調査
７月31日 保育所を訪問

９月11日 小学校を訪問

第一保育所

石川小学校

野木沢小学校

第二保育所

令和6年11月1日発行
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　９月定例会において、委員会提案による「石川町議会議員の請負の状況の公表に関す
る条例」が全会一致で可決され、令和6年９月18日に公布されました。
　この条例は、地方自治法の改正により、禁止されていた議員個人と町との請負契約が、
年間300万円までできるようになったことに伴い、議員が請負の金額や概要などを議長
に報告し、その報告の内容を議長が公表することにより、請負の状況の透明性を確保し、
議会の運営の公正及び事務の執行の適正を図ることを目的としています。

●請負をした議員は、毎年６月１日から同月30日までの間に、前会計年度にお
ける町に対する請負の状況を議長に報告しなければならない。

●議長は、報告の一覧を作成し、公表しなければならない。
●何人も、議長に対し、報告等の閲覧または写しの交付を請求することができ
る。

●令和６年度の請負から適用となり、公表は令和７年度からとなる。

「石川町議会議員の請負の状況の公表
に関する条例」を制定しました

　令和6年度町村議会広報研修会がニッショーホール（東京）で開催され、広報常任委
員6名が参加し、「読まれる議会広報誌の作り方」「パッと伝わる広報誌に！やってはい
けないデザイン講座」「読まれない議会だよりに出す意味なし。聴く・動く寄居町議会
の挑戦」について、講演などの研修を受けました。
　まずは手に取ってもらえなければ読んでもらえないので、手に取ってもらえるような
デザインや構成にし、内容もパッと見て伝わりやすくすることが重要だが、そこにはやっ
てはいけないデザインがあるため注意が必要だということで、これらを意識しながら皆
様に読んでいただけるような「議会だより」になるよう努めていきます。

令和６年度町村議会広報研修会（９月25日）

条例の主な内容

石川町議会だより　224号
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